
研
　
究

「
正
規
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」

　
統
計
的
推
論
に
お
い
て
、
標
本
ム
、
為
、
…
：
・
、
ム
が
正
観
分
布
に

従
う
と
仮
定
し
て
議
論
を
す
す
め
る
こ
と
は
、
普
通
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
線
型
回
帰
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
Ｓ
１
Ｉ
冬
十
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

に
お
け
る
誤
差
項
は
、

　
　
　
　
　
ｂ
（
ｓ
Ｓ
、
）
１
１
、
“

　
と
い
う
条
件
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
布
型
を
特
定
化
し
な
く
て
も
、
最

小
二
乗
推
定
量
は
最
良
線
型
不
偏
推
定
量
に
な
る
。
し
か
し
、
最
小
二

乗
推
定
量
が
最
尤
推
定
量
で
あ
り
且
つ
一
様
最
小
分
散
不
偏
推
定
量
と

な
り
、
ま
た
、
種
々
の
有
意
性
の
検
定
を
行
な
う
た
め
に
は
、
誤
差
項

　
　
　
　
「
正
規
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」
（
山
田
）

山
　
田

彌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
０
）

の
確
率
分
布
が
正
規
分
布
で
あ
る
、
と
仮
定
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
現
実
の
誤
差
項
の
確
率
分
布
を
、
正
規
分
布
で
近
似
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
は
、
従
っ
て
、
何
よ
り
も
実
用
的
な
観
点
か
ら
生
じ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
お
い
て
、
標
本
ム
な
り
、

誤
差
項
”
な
り
が
確
か
に
正
揚
分
布
を
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
正
規
分
布
を
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
場
合
は
必
ず
し

も
多
く
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
測
値
が
正
規
分
布
を
す

る
と
仮
定
し
て
議
論
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
積
極
的
な
理
由
は
何

で
あ
ろ
う
か
。

　
観
測
値
な
る
も
の
が
概
し
て
様
々
な
多
く
の
要
因
の
複
合
体
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ぼ
、
中
心
極
限
定
理
は
正
規
分
布
の
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

定
を
正
当
づ
け
る
有
力
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は

又
、
自
然
科
学
に
お
け
る
数
多
く
の
観
測
の
蓄
積
が
、
そ
れ
ら
の
頻
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
一
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
二
号
）

分
布
が
多
く
の
場
合
、
正
規
分
布
に
よ
っ
て
近
似
し
う
る
こ
と
を
経
験

的
に
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
個
々
の
観
測
値
が
正
規
分
布
に
従
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
訳
で
は
た
い
。

　
従
っ
て
、
観
測
値
が
正
観
分
布
に
従
っ
て
い
る
か
否
か
が
疑
わ
し
い

場
合
に
は
、
統
計
的
に
し
ら
べ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
直
観
的
に
は
、

正
規
確
率
紙
に
点
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
推
測
統
計
的
に
は
、
仮
説

検
定
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
に
た
る
。

　
正
観
分
布
に
従
う
と
い
う
仮
説
が
棄
却
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
場

合
に
た
お
、
正
観
分
布
を
仮
定
し
て
得
ら
れ
た
手
法
を
適
用
し
た
場
合

に
、
そ
の
妥
当
性
が
ど
の
程
度
保
た
れ
る
の
か
、
誤
り
は
ど
の
程
度
で

あ
る
か
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
、
手
法
の

「
頑
健
性
」
が
十
分
な
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
分
布
型
の
推
定

と
、
。
そ
れ
に
み
あ
っ
た
よ
り
望
ま
し
い
手
法
の
開
発
が
必
要
と
な
る
訳

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
観
測
値
が
正
規
分
布
に
従
う
と
い
う
仮
説
の
検
定
に
つ

い
て
考
え
る
。

二

五
八
　
（
一
八
二
）

　
仰
、
拘
、
…
…
、
払
が
同
一
の
母
集
団
か
ら
独
立
に
抽
出
さ
れ
た
標

本
で
あ
る
場
合
に
、
母
集
団
分
布
が
正
観
分
布
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検

定
す
る
の
に
、
普
通
考
え
ら
れ
る
の
は
適
合
度
の
２
え
検
定
で
あ
る
。
適

合
度
の
検
定
と
は
、
冶
個
の
排
反
事
象
場
の
生
起
確
率
が
そ
れ
ぞ
れ
片

で
あ
る
、
と
い
う
帰
無
仮
説
軋
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
が
～
回
起
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

と
い
う
標
本
に
よ
っ
て
検
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
仮
説
Ｈ
が
正
し
げ
れ

ぱ
、
統
計
量

　
　
　
　
　
　
　
“
（
ミ
ー
ミ
加
）
Ｎ

　
　
　
　
　
ぺ
心
－
胆
　
艮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
声
ぺ
　
ｕ
ミ
ー
ー
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

は
近
似
的
に
自
由
度
　
一
の
戸
分
布
に
従
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾

　
こ
れ
を
用
い
れ
ぱ
、
灼
…
…
仙
が
正
規
母
集
団
か
ら
抽
出
さ
れ
た
標

本
で
あ
る
と
い
う
仮
説
易
が
正
Ｌ
い
と
す
れ
ば
、
統
計
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
“
（
ｂ
ー
ミ
さ
）
心

　
　
　
　
　
、
Ｈ
ヒ
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
。
一

　
　
　
　
　
　
　
↑
一
　
ミ
加

　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

は
、
自
由
度
一
の
戸
分
布
に
近
似
的
に
従
う
訳
で
あ
る
か
ら
、
戸
分
布

　
　
　
　
　
尾

の
右
側
検
定
に
よ
っ
て
、
仮
説
軋
を
検
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

で
、
ム
は
標
本
巧
を
小
さ
い
も
の
か
ら
順
に
尾
組
の
級
に
分
げ
た
場
合



に
、
第
・
・
階
級
に
属
す
る
標
本
の
個
数
で
あ
り
、
又
。
片
は
、
母
集
団

分
布
の
母
数
が
未
知
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
標
木
平
均
．
北
と
標
本
分
散

ｙ
で
代
用
し
て
母
集
団
が
宅
（
ぎ
吻
心
）
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
の
、
各

階
級
の
確
率
で
あ
る
。
即
ち
、

“

ヒ
ト
ー
ー
ミ

　
Ｈ
　
さ

測
１
ｌ
ｌ
】
ぎ

　
ミ

　
　
Ｈ
　
§

治
１
１
ー
ヒ
（
ぎ
ー
、
）

　
　
ミ

可
辛
・
余
工
一

ヤ
麦
？
－
す
あ
斗
巾
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
１
ー
ド
・
…
・
ぷ

て
冬
－
で
・
言
一

　
但
し
篶
は
階
級
値
、
ん
は
級
幅
で
あ
る
。

２
Ｘ
の
算
式
か
ら
明
ら
か
な
様
に
、

朴
ｌ
Ｈ
）
一

（
４
）

一
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
合
度
検
定
は
実
現
度
数
と
期
待

度
数
の
差
の
二
乗
を
期
待
度
数
で
計
っ
た
も
の
の
総
和
の
大
き
さ
で
、

あ
て
は
ま
り
の
よ
さ
を
計
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
現
度
数
と
期

待
度
数
が
近
け
れ
ぱ
近
い
ほ
ど
、
２
又
の
値
は
小
さ
く
な
る
。
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
あ
て
は
ま
り
の
良
さ
に
よ
る
母
集
団
分
布
型
の
検
定
は
、

母
集
団
分
布
が
正
規
分
布
で
た
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
左
右
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

称
の
山
形
（
例
え
ば
コ
ー
シ
ー
分
布
）
を
し
て
お
れ
ぱ
、
仮
説
Ｈ
に
対
し

　
　
　
　
「
正
規
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」
（
山
田
）

て
有
意
な
判
定
を
下
す
こ
と
が
比
較
的
少
数
の
標
本
の
場
合
に
は
か
な

り
困
難
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
、
き
る
。
あ
て
は
ま
り
の
良
さ
に

よ
る
検
定
は
、
他
に
問
題
が
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
点
で
あ
ま
り
望
ま

し
い
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
加
え
て
、
こ
の
倹
定
方
式
に
は
い
く
つ
か
の
制
約
条
件
が
あ
る
。
一

つ
は
、
標
本
数
〃
が
小
さ
い
と
、
個
々
の
標
本
の
影
響
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
て
適
用
で
き
な
い
。
〃
が
５
０
前
後
で
は
、
と
て
も
良
い
検
定
が
で

き
な
い
。

　
第
二
は
ム
が
小
さ
い
と
駄
目
匁
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戸
の
導
出

に
お
い
て
ス
タ
ｉ
リ
ソ
グ
の
公
式
で
近
似
し
た
こ
と
に
よ
る
。
普
通
は

ム
が
５
以
上
で
な
い
と
単
独
で
は
扱
わ
な
い
。

　
一
」
う
し
て
、
分
布
の
型
の
あ
て
は
め
に
よ
る
検
定
が
あ
ま
り
望
ま
し

く
な
い
と
す
れ
ぼ
、
正
規
分
布
だ
け
が
も
っ
て
い
る
属
性
を
利
用
し
た

判
定
法
を
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

三

で
は
、
正
規
分
布
に
の
み
特
徴
的
な
属
性
と
し
て
何
が
考
え
う
る
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
様
な
属
性
の

　
定
理
一

一
つ
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
五
九
　
（
一
八
三
）
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正
規
母
集
団
暑
（
李
、
）
か
ら
の
、
大
き
さ
椛
の
標
本
を
竹
、

　
、
、
伽
、
そ
の
標
本
平
均
を
元
、
標
本
分
散
を
ぴ
と
す
れ
ぱ
確
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
変
数
一
Ｘ
と
ぴ
と
は
互
に
独
立
で
あ
る
。

逆
に
、

　
定
理
二

　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
同
一
の
分
布
セ
従
う
独
立
な
確
率
変
薫
－
・
・
を
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
確
率
変
数
一
ｘ
と
８
が
独
立
で
あ
れ
ば
、
ひ
は
正
規
分
布
函
数
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
　
　
　
　
ｌ
　
Ｈ
さ
　
　
　
　
　
Ｈ
ｓ
　
　
　
Ｉ

　
　
但
し
、
ｋ
１
１
－
】
お
一
宅
１
１
－
】
（
如
Ｉ
ｋ
）
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
従
っ
て
、
母
集
団
の
正
規
性
と
、
標
本
平
均
と
標
本
分
散
の
独
立
性

と
は
同
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
だ
か
ら
、
母
集
団
の
正
規
性
の
検
定
は
、
標
本
平
均
と
標
本
分
散
の

独
立
性
の
検
定
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

　
　
四

　
標
本
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
標
本
平
均
と
標
本
分
散
を
考
え
る
こ
と

は
意
味
が
な
い
か
ら
、
数
個
の
標
本
の
ひ
と
か
た
ま
り
を
、
新
た
に
、

一
個
の
標
本
と
考
え
よ
う
。
即
ち
椛
個
の
標
本
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
一
八
四
）

　
　
　
　
　
さ
１
１
（
き
、
ぶ
、
…
・
ぷ
喜
～
ご
１
ー
ポ
…
…
一
ミ
　
　
一
９

　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
】
ざ
１
１
≧

　
　
　
　
　
』
皿
－

で
あ
る
。
匂
は
．
１
に
つ
い
て
異
っ
た
数
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
っ
て

も
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
各
標
本
毎
の
標
本
平
均
と
標
本
分
散

　
　
　
　
　
ゴ
デ
　
　
丁
）

　
を
標
本
の
も
つ
二
つ
の
属
性
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
二
つ
の
属

性
の
独
立
性
を
分
割
表
に
よ
る
検
定
に
よ
っ
て
し
ら
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。　

周
知
の
よ
う
に
、
ピ
ア
ソ
ン
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
、
ｒ
×
ｚ
分
割

表
に
お
げ
る
行
と
列
の
独
立
性
の
仮
説
を
検
定
す
る
た
め
の
検
定
規
準

は
次
の
様
に
定
義
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
ミ
、
｝
．
、
一
凹

　
　
　
　
　
ぺ
岬
、
｝
叱
　
ミ
ご
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

即
ち
、
二
つ
の
属
性
は
独
立
で
あ
る
と
い
う
仮
説
軋
が
正
し
い
と
き
、



表－第

計
１
れ

刀

ｕ
〃

－
れ

２
１
ｓ
～

ｕ
〃

１
〃

ぴ
＼
＼
＼
三

一
拘
～

“
“
…
“
“
“
●
　
●
　
●

～
一
仰

計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３

に
標
本
数
犯
や
組
度
数
灼
が
一
定
程
度

一
…
、
５
以
上
）
な
げ
れ
ぼ
検
出
力
の
高
い
検
定
に
は
な
ら
な
い
が
、

　
　
．
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

や
仏
が
小
な
る
と
き
に
、
亙
が
正
し
い
と
き
に
そ
の
様
な
分
割
表
の

標
本
が
抽
出
さ
れ
る
確
率
を
直
接
算
出
す
る
方
法
を
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は

　
　
　
　
（
８
）

示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
２
×
２
の
分
割
表
に
お
い
て
、
両
属
性
が
独
立
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
　
　
９
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
‘
　
　
　
　
＾
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
２
　
　
　
　
・
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
ー

あ
り
、
且
つ
周
辺
度
数
仰
、
仰
、
〃
、
〃
で
あ
る
場
合
の
、
〃
、
刀
、

２
１
　
　
２
２

仰
、
犯
の
条
件
付
同
時
確
率
分
布
は
、 ２

え
は
漸
近
的
に
自
由
度
（
、
ｌ
Ｈ
）
（
Ｎ

－
Ｈ
）
の
２
Ｘ
分
布
に
従
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
（
７
）

知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
、

　
尚
、
■
ぎ
１
－
ざ
（
、
１
－
－
一
…
一
一
）

　
　
　
』

　
　
　
－

　
　
　
】
ミ
Ｃ
１
１
亭
（
～
１
１
－
…
＼
）

　
　
　
）

　
こ
の
、
戸
分
布
に
よ
る
独
立
性

の
検
定
の
場
合
に
は
、
前
と
同
様

　
　
　
　
．
３

　
　
（
犯
、
吻
は
そ
れ
ぞ
れ
、
お
よ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯

、
（
ミ
；
３
ジ
ミ
旨
ぶ
」
ミ
一

　
…
、
（
ぎ
百
さ
３
）

　
　
　
ミ
；
旧
」
ミ
．
亡
§
し

ミ
心
ニ
　
ミ
・
ブ

ｓ
）

１
三
き
亡
ミ
ｔ
ぎ
亡
ぎ
し

「
正
規
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」

一
（

。
）

（
山
田
）

　
と
な
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ｉ
が
与
え
た
の
は
２
×
２
分
割
表
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
一
般
に
、
ブ
×
ｚ
分
割
表
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
ミ
し
）
（
↓
ミ
ｔ
）

　
　
　
　
　
、
（
ぎ
一
ミ
一
３
）
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
；
ぎ
一

　
　
　
　
（
９
）

で
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

従
っ
て
、
実
現
度
数
れ
に
よ
っ
て
、
仮
説
Ｈ
が
棄
却
さ
れ
る
の
は
、

．
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
Ｊ

～
及
び
、
仙
よ
り
も
偏
っ
た
事
象
の
集
合
を
五
で
示
せ
ぼ
、

　
　
　
　
　
、
↓
岬
一
冬
乏
、
ミ
　
　
　
　
　
８

　
の
値
が
有
意
水
準
よ
り
も
小
さ
く
な
っ
た
場
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
標
本
平
均
と
標
本
分
散
の
組
（
ダ
く
）
を
、
二
次
元
の
結
合
分
布

、
（
Ｎ
２
）
を
も
つ
母
集
団
か
ら
得
た
標
本
で
あ
る
と
考
え
れ
ぼ
、
ア

と
ジ
の
独
立
性
は
亙
と
♂
の
周
辺
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
○
（
ｋ
）
一
曽
（
宅
）

と
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
、
（
お
宅
）
１
１
０
（
ｋ
）
・
串
（
宅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
独
立
性
の
仮
説
Ｈ
は
次
の
様
に
あ
ら
わ

せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
一
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
二
号
）

　
即
ち
９
を
二
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
問
鼎
に
お
げ
る
連
続
な
分
布
函

数
の
集
合
、
ｏ
を
、
そ
れ
ら
が
周
辺
分
布
函
数
の
積
で
表
わ
さ
れ
る
よ

う
な
９
の
要
素
か
ら
な
る
９
の
部
分
集
合
と
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
填
一
、
ｍ
ｓ

　
　
　
　
　
僅
一
、
ｎ
ｂ
１
ｓ

が
検
定
す
べ
き
仮
説
で
あ
る
。

　
今
、
ふ
を
亙
、
ツ
の
標
本
分
布
函
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ら
は
次

の
様
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
ｓ
　
　
ー

　
　
　
　
　
ク
（
～
邑
１
ｌ
ｌ
】
阜
－
（
お
）
阜
閑
（
９
岬
）
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
１
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
、
暮
帆
、

　
　
　
　
　
　
　
　
阜
一
（
旨
）
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
、
、
Ｖ
、

　
つ
ま
り
、
ふ
は

　
　
　
　
　
（
お
一
９
旧
）
帆
（
～
邑

な
る
組
の
数
の
１
７
倍
で
あ
る
。

　
ノ

　
ふ
に
よ
っ
て
ら
の
第
プ
番
目
の
要
素
に
関
す
る
周
辺
分
布
函
数
を

表
わ
せ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
□
グ
（
、
）
Ｈ
ｌ
ｌ
□
～
（
・
）
１
↓
吻
ミ
（
９
Ｈ
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
１
１
－

　
　
　
　
　
　
　
○

は
、
明
ら
か
に
、
Ｈ
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
小
さ
な
値
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

従
っ
て
こ
れ
を
区
分
ヅ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
積
分
し
た
統
計
量
で
、
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

の
検
定
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
八
六
）

　
　
　
　
　
向
工
冥
・
一
肥
寮
ｓ
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
　
　
　
肌

と
お
い
た
と
き
の
Ｂ
の
漸
近
分
布
を
、
　
－
申
里
■
員
－
５
ｏ
守
■

　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）
　
刎
　
　
０

芦
射
◎
。
。
竃
ｇ
斗
け
が
与
え
て
い
る
。
　
Ｂ
は
、
Ｈ
が
正
し
い
と
き
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

く
、
正
し
く
な
い
と
き
大
き
く
な
る
か
ら
、
右
側
検
定
で
あ
る
。

　
こ
の
検
定
法
は
、
『
。
（
、
）
が
、
分
割
表
の
検
定
の
場
合
の
（
ぎ
１
亭

ミ
こ
＼
ミ
）
と
結
局
同
じ
も
の
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
分
割
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

の
検
定
と
本
質
的
に
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
棚
の
分
布
表
が
一
般
に

は
簡
単
に
手
に
入
ら
な
い
点
は
、
こ
の
方
法
の
大
き
な
欠
陥
で
あ
ろ
う
。

末

　
さ
て
、
実
際
に
非
正
規
分
布
に
従
う
乱
数
を
と
っ
て
、
以
上
の
諾
検

定
を
実
際
に
行
っ
て
み
る
。
正
観
分
布
に
似
た
形
の
分
布
は
あ
る
種
の

ポ
ア
ッ
ソ
ソ
分
布
や
べ
ー
タ
分
布
な
ど
い
く
つ
か
考
え
う
る
が
、
乱
数

を
発
生
さ
せ
る
手
続
の
比
較
的
簡
単
な
、
コ
ー
シ
ー
乱
数
を
こ
こ
で
は

使
用
す
る
。
こ
こ
で
想
定
す
る
コ
ー
シ
ー
分
布
は
、
密
度
函
数
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
ｏ
◎

　
　
　
　
、
（
暑
）
１
Ｉ
ｌ
・
　
　
　
１
８
〈
べ
く
８
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
ｏ
ｏ
｝
十
も

　
で
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。



　
コ
ー
シ
ー
乱
数
北
は
、
一
様
乱
数
ツ
か
ら
次
の
様
に
し
て
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
エ
ド
ガ
ず
、
一

　
Ｈ
　
　
　
“

１
１
－
け
～
目
１
－
１

　
司
　
　
　
ｏ
ｏ

８１
８

Ｈ
　
　
－

Ｎ
　
司

　
　
べ

訂
目
１
－
１

　
　
ｃ
ｏ

、
伽

２
／

４
一
ｂ
ｏ
＾

５

６

１

３

）
１

４
１
＾
１
↓

８

Ｏ

２

７

伝
Ｏ

２
ユ
Ｏ

２

Ｏ

Ｏ

６

（

２

）
５

４
－
ｂ
５

４

９

々
似

２

８
２
２

２

８

２

１
一
０
２

６

１

２

一
Ｌ
Ｏ
り
＾

４

（
・
帖

。
妙

５

（
６
Ｅ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

８

７

’

１

７
４
ユ

６

ユ

ユ

＾

－

■

‘

一

５

り
＾
一
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

２

Ｏ

７

●
乙

、
ゆ

２

１
↓
７
７

６

５

３

２

り
＾
１
１
１

１

１

１

１

８

７
‘
４
４

３

２

１

●
Ｌ

ユ

１
■
１
１
一
１
■

ユ

１

１

Ｏ

＾
ク

Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

１

１

４
り
＾
９

３

４

２

５

ハ

２

１
１
一
り
＾
１
↓

２

１

ユ

２１

「
１
１
－

‘
１
－
１
’
－
！
，
■
１
■
■
１
…

３

６

問

“
｛
一

計

区

合

１

‘

一

冨

表２第
「
正
観
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」
（
山
田
）

よ
り
、

　
　
　
　
工
王
了
宇
。
め
帆
、
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

で
あ
る
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
閉
個
の
標
木
に
よ
っ
て
、
適
合
度
の
戸

検
定
を
行
な
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
０
　
　
　
１
■

、
伽
は
、
こ
の
標
本
の
標
本
平
均
と
標
本
分
散
（
そ
れ
ぞ
れ
、
”
と
独
）

を
そ
れ
ぞ
れ
平
均
、
分
散
と
す
る
正
規
分
布
の
、
各
区
問
に
お
げ
る
理

論
値
で
あ
る
。
こ
の
計
算
結
果
に
よ
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
ヒ
（
ト
ー
辛
）
蜴
１
１
◎
．
お

　
　
　
　
　
』
　
　
ミ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
ｄ

　
と
な
る
が
、
自
由
度
４
の
が
分
布
の
１
０
％
水
準
ん
、
５
％
水
準
２
ひ
乃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北

　
　
　
　
０
１

１
％
水
準
２
ｏ
．
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
北

　
　
　
　
　
毛
言
Ｈ
べ
．
ミ
ｏ

　
　
　
　
　
竜
ｐ
寓
１
ｌ
ｏ
．
ト
ｏ
◎
ｏ
◎

　
　
　
　
　
毛
ｐ
昌
１
ー
お
』
ミ

　
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
検
定
に
よ
れ
ば
１
０
％
の
有
意
水
準
で
で
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
標
本
が
正
規
分
布
に
従
う
と
い
う
仮
説
Ｈ
は
棄
却
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
の
場
合
、
標
本
数
が
百
余
個
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
次
に
、
分
割
表
に
。
よ
る
独
立
性
の
検
定
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
一
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
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二
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）

前
と
同
じ
標
本
を
、
こ
の
場
合
は
、
五
個
づ
つ
に
。
区
分
し
て
、
合
計

二
五
個
の
標
本
、
却
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標
本
平
均
と
標
本
分
散
の
組
を

　
　
（
１
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

つ
く
る
。
こ
れ
ら
の
組
を
、
標
本
平
均
に
つ
い
て
は
。
８
を
境
に
二
分
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

表３第

計

２
ｏ
ｏ
１
■
一
　
１
１
一

５
２

２
０
＞
皿

２
９

１
１

２
０
≦
ｙ

０
４
１

４
１

ｙ
＼
＼
＼
７

８
８
王
ｏ
ｏ
＞
≧
８
８
三
〇
・

計

標
本
分
散
に
つ
い
て
は
２
０
を
境
に
二

分
し
て
２
×
２
の
分
割
表
を
つ
く
る

と
次
の
様
に
た
る
。
こ
の
場
合
、
デ

ー
タ
の
数
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、

戸
分
布
に
よ
る
検
定
は
勿
論
つ
か
え

な
い
。
そ
こ
で
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の

直
接
確
率
計
算
法
に
よ
っ
て
、
ア
と

ぴ
が
独
立
で
あ
る
と
す
る
軋
が
正
し

い
と
き
、
一
ｘ
、
ぴ
の
周
辺
度
数
が
第
三
表
の
よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い
る

と
き
に
、
第
三
表
の
実
現
度
数
も
含
め
て
、
そ
れ
よ
り
も
偏
っ
た
組
合

せ
が
生
ず
る
確
率
を
求
め
る
。
第
三
表
よ
り
も
偏
っ
た
場
合
と
い
う
の

は
、
次
の
二
つ
の
場
合
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
１
１
一
　
　
　
　
　
　
　
１
■
一

　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
０
１

　
　
　
　
　
１
０
３
　
　
１
２
２

結
局
求
め
る
確
率
は
、

　
　
　
、
－
、
仁
。
、
靖
、
、
、
。
一
…
一
童
・
三
詐
重
・
一
一
一
中
重
一

六
四
　
（
一
八
八
）

　
　
　
　
介
◎
．
◎
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
従
っ
て
、
有
意
水
準
。
Ｏ
で
も
、
亙
と
ｙ
が
独
立
で
あ
る
、
従
っ
て
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
標
本
が
正
規
母
集
団
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
説
は
棄
却
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
み
る
な
ら
ぱ
、
同
じ
標
本
を
同
じ
個
数
使

用
し
て
試
し
た
結
果
は
、
こ
の
標
本
に
つ
い
て
云
う
限
り
で
は
、
二
つ

の
方
法
の
優
劣
を
か
な
り
明
瞭
に
示
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
標
本
平
均
と
標
本
分
散
の
独
立
性
を
用
い
て
検
定

す
る
方
法
は
、
標
本
平
均
や
標
本
分
散
を
計
算
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
い
う
手
数
を
考
慮
に
入
れ
な
い
と
し
て
も
、
標
本
数
そ
の
も
の
が
数

分
の
１
に
減
少
（
今
の
例
で
は
５
分
の
ユ
に
）
す
る
と
い
う
、
本
質
的
な

特
徴
か
ら
く
る
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
今
の
例
で
は
か

　
　
　
　
　
０

な
り
う
ま
く
Ｈ
の
誤
り
を
検
出
し
た
訳
で
あ
る
が
、
標
本
数
２
５
個
と
い

う
小
標
本
に
よ
る
検
定
は
、
や
は
り
不
安
定
な
要
素
を
残
し
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
又
、
第
一
次
標
本
を
、
ど
う
組
合
せ
て
標
本
の
組
を
つ
く
る
か
に
よ

っ
て
、
検
定
の
結
果
が
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
二
つ
の
方
法
の
い
ず
れ
が
優
っ
た
検
定
法
で
あ
る
か
は
、
上

の
例
の
結
果
か
ら
直
ち
に
判
断
は
出
来
た
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
様
な
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
な
お
、
上
の
例
は
、
分



割
表
に
よ
る
検
定
法
の
一
定
の
有
効
性
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

さ
て
、
最
後
の
検
定
法
を
同
じ
デ
ー
タ
に
つ
い
て
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
次
の
如
し
。
（
に
関
し
て
次
の
様
に
と
る
。

　
　
　
　
　
ご
－
１
Ｉ
Ｈ
　
、
、
１
１
◎
ｏ

　
　
　
　
　
ぷ
一
１
ｌ
Ｈ
◎
　
、
％
１
－
８

　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
犯
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
こ
の
～
に
つ
い
て
棚
を
求
め
る
と
、

　
　
　
　
　
ミ
卓
Ｈ
畠
×
凛
螂
１
１
◎
．
割

と
な
る
が
、
－
甲
里
目
昌
ら
の
数
表
に
よ
れ
ば
有
意
水
準
５
％
及
び

　
　
　
犯

－
劣
の
８
の
値
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
〃

　
　
　
　
　
ミ
卓
台
寓
北
◎
．
畠

　
　
　
　
　
畠
き
．
Ｏ
．
Ｏ
下
◎
．
Ｈ
Ｈ

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
軋
は
有
意
水
準
ユ
％
で
も
棄
却
さ
れ
る
訳

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
検
定
法
も
、
標
本
数
が
あ
る
程
度
大
き
く
な

い
と
信
頼
度
は
か
な
り
落
ち
る
様
で
あ
る
。

　
　
六

　
以
上
、
標
本
母
集
団
の
正
規
性
の
検
定
に
つ
い
て
、
標
本
平
均
と
標

本
分
散
の
独
立
性
の
検
定
に
よ
っ
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
提

　
　
　
　
「
正
規
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」
（
山
田
）

起
し
、
従
未
の
適
合
度
検
定
と
対
比
し
て
若
干
の
数
値
実
験
を
試
み

た
。
行
な
っ
た
結
果
は
、
独
立
性
の
検
定
を
用
い
る
二
っ
の
方
法
と

も
、
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
尤
も
、
こ
の
「
実
験
」

で
、
直
ち
に
。
、
独
立
性
の
検
定
に
よ
る
方
法
の
優
位
性
が
証
明
さ
れ
た

訳
で
は
も
と
よ
り
全
く
あ
り
得
な
い
。
よ
り
多
面
的
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　
（
Ｏ
）
　
例
え
ぱ
　
オ
．
黒
豪
■
＞
ｂ
　
５
斥
◎
旨
９
－
９
　
３
軍
◎
げ
争
皇
ｑ

　
　
　
乎
８
ｑ
彗
ｑ
豪
＞
君
冒
黒
一
〇
Ｐ
旨
ぎ
書
庁
メ
宕
睾
轟
。
。
河
。

　
（
１
）
　
例
え
ば
■
旨
ブ
易
８
Ｐ
　
向
８
昌
８
ｏ
河
－
ｏ
く
ｏ
乎
ｏ
象
一
く
ら
§
考
－

　
　
　
雪
Ｆ
宕
箪
第
；
阜
参
照
。

　
（
２
）
仮
説
現
が
正
し
い
と
き
、
こ
の
様
た
結
果
が
生
じ
る
確
率
は
多
項
分

　
　
　
布
に
。
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
元
１
ー
ミ
｝
ミ
も
淳
…
：
も
ぎ
ミ
＼
ミ
（
§
、
…
…
ミ
、

　
　
　
吻
が
大
き
い
と
き
は
、
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
の
公
式
に
ょ
り

　
　
　
　
　
～
１
辻
一
窒
寸
一
募
．
…
き
叶

　
　
　
　
　
　
　
庫
ぺ
　
、
１
１
】
（
ミ
ー
喜
｛
）
Ｎ
＼
ミ
｛

　
（
３
）
　
自
由
度
が
３
だ
け
減
る
の
は
、
こ
の
場
合
に
三
つ
の
拘
束
式
が
あ
る

　
　
　
か
ら
で
あ
る
◎
即
ち
、

　
　
　
　
　
■
ｂ
凹
ミ

　
　
　
　
　
ミ
ミ
ー
１
】
５
き

　
　
　
　
　
§
臼
１
１
】
ｂ
（
き
ー
べ
）
～

　
（
４
）
累
積
分
布
を
比
較
す
る
適
合
度
検
定
の
方
法
と
し
て
、
が
検
定
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
一
八
九
）
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あ
る
。

　
　
　
　
工
〕
８
薯
一
－
句
§
、
、
一

　
　
　
こ
こ
で
タ
（
、
）
は
標
本
累
積
分
布
函
数
、
句
（
べ
）
は
あ
て
は
め
よ

　
　
う
と
す
る
理
論
分
布
で
あ
る
が
、
〃
の
分
布
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、

　
　
　
　
曇
土
ゼ
句
Ｓ
一
、
－
句
Ｓ
一
、
・

　
　
と
の
比
較
で
検
定
を
行
う
・

　
　
　
Ｃ
０
．
Ｃ
Ｏ
・
ミ
ー
訂
一
く
９
ざ
冒
註
Ｏ
｝
一
Ｃ
０
§
罧
－
２
宕
違
．
小
河
原
訳
、

　
　
第
↓
ハ
章
参
照
◎

（
５
）
例
え
ば
ｃ
ｏ
．
ｃ
ｏ
・
オ
ー
－
雰
前
掲
書
ニ
ハ
ニ
頁
参
照
。

（
６
）
　
弓
．
穴
ｐ
ミ
四
冨
四
箏
ｑ
｝
一
ｃ
ｏ
～
斤
”
昌
９
◎
、
、
Ｏ
づ
亭
ｏ
Ｏ
｝
凹
§
ｏ
冨
ユ
墨
饒
◎
目

　
　
Ｏ
｛
豪
昌
『
§
－
君
り
巨
き
Ｓ
げ
＜
薫
ぎ
註
肩
己
昌
８
９
亭
¢

　
　
。
。
彗
筈
豪
彗
彗
Ｏ
。
。
彗
芸
く
｝
ま
§
二
◎
毫
・
睾
き
・
・
。
８
・

　
　
盲
喀
ｐ
き
二
．

　
　
　
向
．
巨
ぎ
８
．
、
声
Ｏ
ぎ
§
９
０
き
註
昌
◎
｛
亭
¢
■
冒
昌
』
ｑ
冥
亭

　
　
巨
ま
～
＞
…
．
竃
ｇ
戸
ｃ
ｏ
奪
．
一
き
－
．
鼻

　
　
　
ル
ー
カ
ス
に
よ
る
こ
の
定
理
の
証
明
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
）

　
　
　
ひ
を
母
集
団
の
密
度
函
数
と
す
れ
ぱ
特
性
函
数
は

　
　
　
ア

　
　
　
　
§
÷
、
、
さ
一
、
一

　
　
　
一
方
一
北
と
”
の
同
時
分
布
の
特
性
函
数
は
、

　
　
　
　
葦
工
－
・
－
で
、
、
副
十
、
、
”
り
ざ
一
－
－
室
、
き
…
、
ぎ

　
　
　
同
様
に
王
と
ｙ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
函
数
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
一
九
〇
）

　
　
き
－
き
・
工
－
…
で
、
。
、
ぎ
－
－
室
、
さ
－
－
、
ぎ

　
　
茎
さ
ｉ
－
－
・
÷
、
、
、
り
ざ
一
－
－
室
、
占
－
－
、
ぎ

ア
と
皿
が
独
立
と
は

　
　
唱
（
ぎ
一
Ｎ
）
１
１
§
（
ｅ
更
Ｓ

　
即
ち

　
　
冬
蓑
「
エ
ペ
一
ｓ
。
お
筆
工

　
又
、

葦
－
掌
、
、
、
、
、
、
夢
一
、
工
・
、
、
、
、
、
さ
一
、
凸
さ

　
　
　
　
　
１
－
［
尽
（
ミ
ミ
）
］
ｓ

　
だ
か
ら

　
　
　
一
洲
「
工
－
一
葦
一
一
糸
＆
〇
一

　
又
、

　
　
。
リ
唱
船
、
、
一
土
－
－
で
、
・
、
い
副
、
、
い
、
り
ぎ
多
一
、
さ
－
、
ぎ

　
に

　
　
プ
ト
】
ぎ
甲
［
（
〒
Ｈ
一
単
、
－
賃
掌
喜
圭
］
＼
ミ
、

に
代
入
デ
れ
ぱ
、

　
　
　
。
お
絆
、
、
一
亨
、
、
一
ミ
州
、
一
一
一
葦
一
一
さ
、
、
で
、
・
、
、
、
、
、
き
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
葦
一
一
・
．
、
一
マ
、
、
、
、
、
き
五
、
一



（
７
）

（
８
）

（
９
）

同
様
に

　
　
ｏ
§
（
Ｓ
　
　
ｌ
Ｉ
い
（
ミ
、
Ｈ
）
ｑ
Ｎ
　
（
但
し
〆
は
母
集
団
の
分
散
）

　
　
　
ミ
Ｎ
　
　
“
『
ｏ
　
　
　
ミ

と
な
り
丁
ミ
ミ
と
す
れ
ぱ
結
局

§
マ
、
い
・
さ
亨
一
マ
、
。
、
宣
、
山
。
－
冥
、
一
一
、
・
、

特
性
函
数
に
。
つ
い
て
は

　
　
、
、
雫
↓
。
で
。
・
自
。
さ
一
、
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

だ
か
ら
、
こ
れ
を
代
入
す
る
と
結
局
Ｇ
に
関
す
る
微
分
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
１
忘
（
“
）
尽
、
、
十
（
尽
、
）
Ｎ
１
１
ｑ
ぜ
Ｎ

初
期
条
件
尽
（
ｏ
）
１
－
ピ
尽
、
（
◎
）
…
昔
で
解
け
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
｛
ミ
ー
１
、
涼

　
　
冬
（
“
）
よ
　
　
Ｎ

　
と
な
り
、
こ
れ
は
正
規
分
布
の
特
性
函
数
と
な
る
。

例
え
ぱ
　
竹
内
　
啓
「
数
理
統
計
学
」
東
洋
経
済
　
第
２
１
章
参
照
。

肉
レ
』
事
９
Ｃ
・
薫
艮
ド
～
一
峯
¢
薫
艮
琴
内
馨
彗
Ｏ
プ
ミ
◎
寿
婁
一

〇
辱
睾
彗
ｑ
団
◎
首
－
８
・
。
．
遠
藤
・
鍋
谷
訳
、
第
四
章
。

　
ミ
る
…
Ｈ
：
・
…
）
、
１
－
Ｈ
…
…
し
）
の
同
時
分
布
は
、
独
立
の
仮
説

が
正
し
げ
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、

　
　
ｂ
（
ミ
亭
、
・
ミ
も
”
↓
ミ
（
勺
、
ミ
、
）
（
↑
。
、
、
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
）

　
ぎ
Ｑ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
の
標
本
が
属
性
全
一
由
」
を
も
つ
確
率

　
で
あ
る
。

　
竹
～
の
同
時
確
率
分
布
内
（
ミ
？
§
』
）
は
、
岬
、
～
を
固
定
し
て

　
　
】
ミ
』
”
３
一
凶
ミ
』
１
ー
ミ

　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
）

「
正
規
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て
」
（
山
田
）

　
の
す
べ
て
の
～
に
対
す
る
ｂ
（
ミ
…
…
…
ぎ
）
の
値
を
計
算
し
な
け
れ

　
ぱ
な
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
－
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
一
「
（
】
さ
）
ミ
ー
－
（
■
き
）
さ

　
　
　
　
』
　
“
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
の
係
数
比
較
に
よ
っ
て
〉
］
ミ
』
１
ｉ
ご
】
ミ
」
”
ミ
な
る
す
べ
て
の
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
）

　
に
つ
い
て
の
和

　
　
　
　
　
一
　
ご
一
　
　
ミ

　
　
　
占
↓
そ
、
一
ミ
、

　
　
を
得
る
。
こ
れ
よ
り

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
】
　
　
　
１
１

　
　
　
　
　
当
§
、
　
（
．
「
「
§
・
、
）
（
一
「
ミ
・
、
）

　
　
　
　
　
戸
）
　
　
　
　
“
　
　
　
）

　
　
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）
Ｎ
（
、
「
ま
ミ
．
）
（
↓
ミ
．
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
）
　
）

　
　
　
内
（
ミ
、
・
ミ
）
）
１
１
　
（
↓
乏
）
一
↓
ミ
）
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
．
．
　
、

　
　
従
っ
て

　
　
　
　
只
§
ヒ
ミ
一
ご
）
１
１
宍
ミ
）
）
＼
内
（
ミ
・
ご
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ー
ミ
．
、
）
（
」
↓
ミ
・
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
↓
ミ
、

（
１
０
）
－
甲
里
自
員
－
冒
港
■
彗
ｑ
睾
肉
易
彗
巨
葦
・
Ｏ
奪
ユ
げ
■
ぎ
箏

　
　
ｈ
§
冨
房
◎
二
邑
召
窒
箒
箏
８
げ
秦
Ｑ
旨
ま
。
。
§
筈
呂
。
。
ヨ
巨
－

　
　
饒
◎
箏
ざ
暮
饒
Ｏ
Ｐ
＞
箏
Ｐ
旨
９
げ
．
Ｃ
○
訂
け
．
く
◎
一
．
Ｏ
Ｏ
ド

（
ｕ
）
使
用
し
た
コ
ー
シ
ー
乱
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
七
（
一
九
一
）
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２

（
１
２
）
　
２
５
組
の
瓦
と
、
は
次
の
通
り
。

鳶
孝
嚢
養
嚢
養
籔
虹
蓼
研
一
オ
苫
一
一
斗
三
一
コ
ユ

■

盆
・
。
蟹
婁
犯
・
。
菱
簑
嚢
暴
坊
姦
１
４
７
４
２
．
２
・
５
．
９
・
０
２
．
２
．
２
・
１
・
１
・
９
．
９
．
２
．
１
．
１
・
２
．
１
・
５
・
０
・
１
・
９
・

－

１

－

－

一

１

一

－

－

－

□

一

－

一

一

考
〃
溜
鎚
０
７
３
４
犯
３
４
６
７
４
８
２
４
１
０
３
９
３
４
３
・
０
４
５
３
９
６
８
７
６
７
皿
０
８
一
↓
↓
↓
一
ユ
奏
一
↓
、

刈
ず
蟻
８
９
８
８
１
５
０
０
５
３
６
４
２
〃
４
１
研
器
珊
５
３
３
９
％
８
７
６
４
幽
０
４
８
０
０
０
３
Ｌ
５
．
０
・
３
・
１
・
２
・
１
．
０
．
４
．
ａ
２
．
５
・
０
．
１
．
６
・
０
・
３
・
２
・
３
・
２
・

一

一

一

一

‘

一

－

－

一

－

〃
蟻
姦
薯
蒙
釜
６
・
募
虹
菱
３
・
○
ユ
７
１
江
５
・
皿
２
・
０
。
皿
３
・
１
．
Ｌ
４
・
３
・
６
．
６
・
３
・
３
・
０
・
４
．
１
．
０
・
６
・
６
・

’

一

ｉ

一

■

一

｝

一

一

一

２

）
２
５
組
の
瓦
と
、
は
次
の
通
り
ｂ

３

５

８

Ｏ

２

９

５

８

７

４

７

３

Ｏ

４

２

２

９

８

Ｏ

４

・
也

ユ

９

５

１

ｓ

６

２

Ｏ

９

３

９

５
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